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18～19世紀貝摺奉行所製直方形東道盆と

方形中央卓の器形・技法・文様の編年研究
伊禮 拓郎１）

A Chronological Study of the Forms, Techniques, and Patterns of Tundabun （Food Boxes） 

and Chuoujoku （Decorative Tables） of the 18th and 19th Century Kaizuri Bugyosho

Takurou IREI１）

１）沖縄県立博物館・美術館　〒900-0006　沖縄県那覇市おもろまち3-1-1

　Okinawa Prefectural Museum & Art Museum, 3-1-1. Omoromachi, Naha, Okinawa 900-0006, Japan

序

　1978年、徳川義宣・荒川浩和両氏により『琉球漆

工藝』１が刊行される。同書は当時知られている日

本各地の琉球漆器を網羅的に収録した書籍であり、

現存資料と文書史料から琉球漆工史を再検討しそれ

までの俗説を払拭した研究として知られる。現在の

通説を築いた大著として、今なお琉球漆器研究のバ

イブル的存在である。しかし、同書刊行当時、貝摺

奉行所のまとまった史料は見つかっておらず琉球王

国時代の漆器製作体制に迫れる史料は無かった。

　『琉球漆工藝』刊行からしばらく後、京都大学が

所蔵する「琉球資料」の中に「大和へ御進物道具図

并入目料帳」「当夏大和江御進上御道具御内証様御用

之御道具図并入目料帳」「大和へ御進物道具図并入目

料帳」の３冊の貝摺奉行所編纂文書が見つかる。

　1981年にこれら３冊が『沖縄県史料』２に翻刻掲載

され、通称「貝摺奉行所文書」として知られ始める。

1989年には更に精度の高い翻刻が『那覇市史』３に掲

載され、貝摺奉行所文書の研究が加速する。

　1990年代には貝摺奉行所製漆器の様式的特徴の研

究や生産体制などの研究が進められ、2000年代に入

ると科学分析も相まって、各資料の特徴から首里王

府におけるモノづくりの技術がだんだんと解明され

てきた。

　また、それらの史料や研究成果をもとに、首里城

の建物や祭祀道具などの復元研究が行われ、技法面

の解明も進められてきた。

　このように、琉球漆器、貝摺奉行所製漆器の研究

はこの20～30年の間に飛躍的に進んだと言える。か

つて日本漆器、中国漆器の区分けから外れた資料を

琉球漆器と扱っていた時代があったことからする

と、これらの成果は琉球漆器の特徴を考える上で重

要なものであると言えるだろう。

　しかし、今なお解決できていないのが各資料の製

作年代の問題である。時代ごとの技法的特徴自体は

明らかにされているが、どの作品がどの時代に製作

されたか細かく検討した研究は少ない。様々な博物

館の展示や図録、論文などを見ても、「16～17世紀」

「18～19世紀」のように２世紀スパンで年代を振ら

れていることが多い。年代の基準作が少ないのも大

きな原因にあるが、器種ごとの体系的な研究が無い

のも大きな要因である。

　そこで、本論では貝摺奉行所製直方形東道盆と方

形中央卓の様式研究から、18～19世紀に製作された

と推定される各器種の特徴を分類し編年を試みるも

のである。

　直方形東道盆は文書記録から中国皇帝に献上して

いることがはっきりしており、尚且つ北京故宮博物

院（以下、北京故宮と呼ぶ）に６点現存することが

確認されている。そのため、献上年代を抑えること

で編年が可能である。

　方形中央卓は、貝摺奉行所文書や『琉球漆器考』４

など貝摺奉行所に関連する史料に多数の記録が残っ

ている器形であり、現存する複数の資料との比較か

ら編年が可能である。

　また、前者には雲龍文様をあしらうことが多く、

後者には山水文様をあしらうことが多い。このこと

から、器種の編年と併せて琉球漆器に見られる主要
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な文様と技法の変化を合わせて考察するものであ

る。

１．直方形東道盆の様式的特徴

１－１．中国皇帝へ献上された東道盆の記録

　1997年、NHK沖縄放送局取材班が北京故宮に琉

球漆器等が所蔵されていることを確認した５。同年、

同局の取材に合わせて北京へ渡った前田孝允氏、金

城聡子氏の取材・調査を皮切りに、これまで複数回

の調査が行われてきた。中でも、2003～2006年にか

けて沖縄県教育委員会が実施した調査では漆器380

点、染織品199点、書画61点、武具類19点、その他

７点の琉球関係資料が確認され、目録と共に一部が

画像付きで報告書にまとめられている６。

　また、2004年には那覇市民ギャラリーで「中国・

北京故宮博物院蔵　帰ってきた琉球王朝の秘宝展　

沖縄特別展覧会」７が、2008年には当館で「沖縄県

立博物館・美術館開館一周年記念博物館特別展　中

国・北京故宮博物院秘蔵　甦る琉球王国の輝き」８

が開催され、北京故宮所蔵資料の一部が２度里帰り

している。

　調査研究、展覧会により、北京故宮所蔵資料が琉

球の美術工芸史を考える上でも重要な資料群である

という認識が深められた。本論で取り扱う直方形東

道盆もこの流れの中で現存が確認され、研究が行わ

れてきた。

　金城聡子氏は、美ら島財団所蔵の東道盆の詳細な

資料紹介の中で、同資料および北京故宮所蔵の東道

盆２点と国内在の２点とを比較し、これらの高さが

32.8～35.0㎝、幅が55.0～55.6㎝、奥行きが35.0㎝前

後で同一サイズであることを明らかにしている９。

　田名真之氏は、皇帝への献上の機会が「謝恩」「慶

賀」「特別な進貢」の三つに分類でき、嘉慶３（1798）

年の献上事例から「銀攅盒（東道盆）10」など７品

目が「特別な進貢」として献上されていることを紹

介している11。

　岡本亜紀氏は、『歴代宝案』と『档案』から下記８

点の東道盆が献上されたことを明らかにしている12。

『歴代宝案』

　・乾隆57（1792）年　銀攅盒貳具漆彩畫盆各全

　・嘉慶元（1796）年　銀攅盒貳具黒漆嵌螺畫盆各全

　・嘉慶３（1798）年　銀攅盒貳具黒漆畫盆各全

『档案』

　・同治３（1864）年　 銀攅匣弐具壹具黒漆嵌螺畫

方盆一具朱漆堆錦畫圓盆

　さらに、『档案』の記録から乾隆57年献上の東道

盆は円形と方形の二種類あり、前者は「瀛臺」13へ

後者は「永安寺」14へ贈られたことを紹介している。

また、同史料の嘉慶５年の記録に「銀攅盒交内殿」

とあること、後述する北京故宮現存の東道盆に付属

する書付から、献上された東道盆は故宮の各部署や

寺などへ贈られていたことを指摘している。

　宮里正子氏は「申秋走進貢船両艘仕出日記」にあ

る下記の記録から『歴代宝案』や『档案』に記載の

無い東道盆について明らかにしている15。

・道光28（1848）年

　真塗青貝角形東道盆壱通皿拾五

　朱漆堆錦丸形同壱通皿九

　また、同記述に合致すると推察される資料とし

て、貝摺奉行所で編纂された文書の図案を抜き出し

て編纂された史料である『琉球漆器考』の「嘉永元

年製丸形東道盆」を紹介している。

　これまでの研究により、少なくとも10点の東道盆

が献上されたと明らかになったが、北京故宮に現存

が確認されている東道盆は直方形６点のみである。

現存する東道盆はいずれかの記録に該当すると思わ

れるが、直方形東道盆の製作に係る記録は貝摺奉行

所文書や『琉球漆器考』には掲載されていない。

　しかし、同じ雲龍文をあしらう黒漆雲龍螺鈿椀や

黒漆雲龍螺鈿盆は故宮博物院に多数現存し、尚且つ

『琉球漆器考』に掲載されている。本書の性質上、

掲載されている漆器は何らかの理由で貝摺奉行所に

おいて製作されたと判断できる。また、首里王府の

役職について記載した「御城内并諸座万事寄」に

は、貝摺奉行所の役割として「貝摺奉行所之儀、御

前御用并唐大和江御進上御覧用之道具之類塗仕出

（立ヵ）方且絵図之御用も段々相携候事」とあり、

中国皇帝への進上品も製作していたとわかる。これ

らのことより、北京故宮博物院に現存している椀・

盆は貝摺奉行所で製作されたと判断できる。



－ 107 －

　螺鈿椀・盆と同様の技法・文様であり、琉球から

の献上品として今も故宮博物院に現存していること

を鑑みると、螺鈿直方形東道盆も貝摺奉行所で製作

されたと考えるのが自然だろう。

１－２．北京故宮に現存する東道盆

　筆者は2018年、2019年に沖縄県立芸術大学・森達

也教授の助力をいただき、北京故宮で６点の直方形

東道盆を閲覧する機会を得た16。各資料の特徴をま

とめると次のようになる。なお、同一の資料名称の

比較が続くため、それぞれを区別できるように各資

料を故宮螺鈿東道盆①～④、故宮堆錦東道盆①・②

と略称し、その後に収蔵番号と寸法を記載する。ま

た、高精細な画像が北京故宮HPに掲載されている

ため、寸法の後にURLを記載する。北京故宮のデー

タベースでは資料番号からの検索も可能である。

故宮螺鈿東道盆①

　黒漆雲龍螺鈿直方形東道盆（故108728）

　　高34.0㎝、幅55.8㎝、奥行34.9㎝

（ https://digicol.dpm.org.cn/cultural/detail?id=0

b06275da521468ca3c19774c31384bc&source=6）

故宮螺鈿東道盆②

　黒漆雲龍螺鈿直方形東道盆（故108728）

　　高35.0㎝、幅56.0㎝、奥行35.0㎝

（ https://digicol.dpm.org.cn/cultural/detail?id=0

b06275da521468ca3c19774c31384bc&source=6）

※同一の器形・文様であるため、２点まとめて記す

・器形

　蓋（蓋表、肩、蓋側面）と身（身側面、尻、幕

板、脚部）からなる。畳摺りは無い。印籠蓋造で、

蓋側面と身側面の長さの比率は約４：１。幕板の

四隅には龍面17をあしらい、足先は五本の爪で玉

を握る。

・加飾

　総体黒漆塗に螺鈿技法を用いて雲龍文をあらわ

す。貝の輝き方などから、夜光貝を膠接着してい

ると推察される。

　文様帯は蓋表、肩、側面、尻、幕板、脚部の六

区画で構成される。製作者の違いかわずかに雲龍

の毛彫りや腹部分の切り取り方に違いがあるが、

基本的には故宮螺鈿東道盆①・②とも同じ文様を

あしらう。

　蓋表には亀甲花菱の地文様に窓枠を開け、その

内に寿山福海の上で正面を向いて飛翔する雲龍１

匹をあしらう。

　側面には亀甲花菱の地文様に窓枠を開け、長辺

には寿山福海とその上に浮かぶ火焔宝珠を取り合

う阿吽の雲龍一対をあしらい、短辺には寿山福海

とその上で左を向いて飛翔する雲龍（左側面：阿

形、右側面が吽形）を１匹あしらう。なお、蓋は

亀甲花菱地文の間で開閉する。

　主文様である雲龍は、蓋表も側面も雲を切貝で

表現しそれ以外の部分は毛彫りで表現する。雲は

螺鈿で輪郭線を設けてその中に方形の貝を並べる

が、内側に行くにしたがって大きさが小さくなる。

　地文様の亀甲花菱は、太い貝と細い貝を並べて

二重の亀甲を作り、その内に菱形に切った貝を６

つ並べて花菱を表現する。また、窓枠部分は三角

に切った貝を上下に並べて鋸歯形の回線とする。

　肩・尻には青貝微塵蒔の地に長辺にはそれぞれ

３つ、短辺にはそれぞれ２つの宝尽文をあしらう。

青貝微塵の形は不定形で、大きさもバラバラであ

る。

　幕板には中央上部を起点に左右に広がるスズラ

ンのような唐草をあしらう。幕板の縁は一段高く

し金箔をあしらう。

　脚部の龍面は口を大きく開け、正面をにらみつ

ける表情で彫刻され、その上に金箔を貼り付け黒

漆で瞳を描く。下顎は幕板の縁と連続する。また、

箔絵で幕板方向に向けて広がる鬣をあしらう。

　足先は五爪で玉を握りこむ彫刻がなされ、爪に

は金箔を、玉には朱漆を塗る。

・付属品

　身の内側に懸子を内包し、その上に長方形の銀

皿を12枚載せる。

　懸子は黒漆塗で、指を入れられるよう中心に丸

い穴を開ける。

　銀皿は横長の長方形で、見込みには魚々子地に

仙桃を、鍔には魚々子地に宝尽文を彫金する。
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故宮螺鈿東道盆③

　黒漆雲龍螺鈿直方形東道盆（故115984）

　　高34.4㎝、幅56.2㎝、奥行35.3㎝

　　（ https://digicol.dpm.org.cn/cultural/detail?i

d=3a24996ca10e42a497f736885fe344eb&source

=1&page=1）

・器形

　蓋（蓋表、肩、蓋側面）と身（身側面、尻、幕板、

脚部、畳摺り）からなる。印籠蓋造で、蓋側面と

身側面の長さの比率は約４：１。幕板の四隅には

龍面をあしらい、足先は五本の爪で玉を握る。

・加飾・文様

　総体黒漆塗に螺鈿技法を用いて雲龍文様をあら

わす。貝の輝き方などから、夜光貝を膠接着して

いると推察される。

　文様帯は蓋表、肩、側面、尻、幕板、脚部、畳

摺り上面、畳摺り側面の八区画で構成される。

　蓋表には亀甲花菱の地文様に窓枠を開け、その

内に火焔宝珠を取り合う雲龍一対をあしらう。

　側面には亀甲花菱の地文様に窓枠を開け、長辺

には火焔宝珠を取り合う阿吽の雲龍一対をあしら

い、短辺には雲龍を１匹ずつあしらう。なお、蓋

は亀甲花菱地窓枠の下部境目で開閉する。

　肩・尻には亀甲花菱の地文様に木瓜形の窓枠を

開け、長辺にはそれぞれ５つ、短辺にはそれぞれ

３つの宝尽文をあしらう。

　主文様である雲龍は、蓋表も側面も雲を切貝で

表現しそれ以外の部分は毛彫りで表現する。雲は

螺鈿で輪郭線を設けてその中に方形の貝を並べる

が、内側に行くにしたがって大きさが小さくなる。

　地文様の亀甲花菱は、太い貝と細い貝を並べて

二重の亀甲を作り、その内に菱形に切った貝を６

つ並べて花菱を表現する。また、窓枠部分は三角

形に切った貝を上下に並べて鋸歯形の回線とす

る。

　幕板には中央から左右に広がる唐草をあしら

う。幕板の縁は一段高くし金箔をあしらう。

　脚部の龍面は口を大きく開け、正面をにらみつ

ける表情で彫刻され、その上に金箔を貼り付け黒

漆で瞳を描く。下顎は幕板の縁と連続する。また、

幕板方向に箔絵で鬣をあしらう。

　足先は五爪で玉を握りこむ彫刻がなされ、爪に

は金箔を、玉には朱漆を塗る。

　畳摺り上面は、長辺には中心の花から左右に向

けて広がる三輪の花を有する牡丹唐草文をあしら

い、短辺には中心の花から左右に広がる牡丹唐草

をあしらう。

　畳摺り側面には、各面に短冊状に切った貝を二

枚一組で並べて市松文様を作り、その端を三角形

に切った貝を上下に並べた鋸歯形の回線を設け

る。

・付属品

　身の内側に懸子を内包し、その上に正方形の銀

皿を15枚載せる。

　懸子は黒漆塗で、指を入れられるよう中心に丸

い穴を開ける。

　正方形の銀皿は、見込みには魚々子地に丸文字

を、鍔には魚々子地に宝尽文を彫金する。

　本資料にのみ「嘉慶十四年十一月十四日収永安

寺交／螺蜔漆長方攅盒一副／内盛銀／居十五／

箇」の書付が付属する。

故宮螺鈿東道盆④

　黒漆雲龍螺鈿直方形東道盆（故115985）

　　高35.0㎝、幅56.0㎝、奥行35.0㎝

　　（ https://digicol.dpm.org.cn/cultural/detail?i

d=aa476c3b99cd432faa963cc8497ccf1f&source=

1&page=1）

・器形

　蓋（蓋表、肩、蓋側面）と身（身側面、尻、幕板、

脚部、畳摺り）からなる。印籠蓋造で、蓋側面と

身側面の長さの比率は約１：１。幕板の四隅には

龍面をあしらい、足先は五本の爪で玉を握る。

・加飾・文様

　総体黒漆塗に螺鈿技法を用いて雲龍文をあらわ

す。貝の輝き方などから、夜光貝を膠接着してい

ると推察される。

　文様帯は蓋表、肩、蓋側面、身側面、尻、幕板、

脚部、畳摺り上面、畳摺り側面の九区画で構成さ

れる。

　蓋表には七宝繋の地文様に窓枠を開け、正面を
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向いて飛翔する口を開けた雲龍１匹をあしらう。

　蓋側面、身側面には七宝繋の地文様に窓枠を開

け、長辺にはそれぞれ火焔宝珠を取り合う阿吽の

雲龍一対をあしらう。蓋側面の短辺には振り向き

ながら右方向に飛翔する雲龍を１匹ずつ、身側面

の短辺には振り向きながら左方向に飛翔する雲龍

をあしらう。

　肩・尻には七宝繋の地文様に木瓜形の窓枠を開

け、長辺にはそれぞれ３つ、短辺にはそれぞれ２

つの宝尽文をあしらう。

　主文様である雲龍は、雲も龍も毛彫りで表現す

る。地文様の七宝繋は、格子の交点から三日月形

に切り出した貝を配置する。窓枠部分は細長く

切った貝を一定の長さ毎につなぎ合わせた回線を

主とするが、蓋肩と尻部分の曲線の回線は三角形

に切った貝を上下に並べた鋸歯形とする。

　幕板には中央の花から左右に広がる三輪の花を

有する花唐草をあしらう。牡丹唐草と思われるが、

様式化されすぎて何の花かはっきりとしない。幕

板の縁は一段高くして金箔をあしらい、その内に

は三角形に切った貝を上下に並べた鋸歯形の回線

を設ける。

　脚部の龍面は口を大きく開け、正面をにらみつ

ける表情で彫刻されるが、目鼻などはしっかり彫

刻されるものの顔の輪郭は彫刻されていない。金

箔を貼り付け黒漆で瞳を描くが、鬣の表現はなく

幕板部分まで金箔を貼る。下顎は幕板の縁と連続

する。

　足先は五爪で玉を握りこむ彫刻がなされ、爪に

は金箔を、玉には朱漆を塗る。

　畳摺り上面には、中心の花から左右に向けて広

がる牡丹唐草文をあしらう。

　畳摺り側面には、各面に短冊状に切った貝を二

枚一組で並べて市松文様を作り、一定の長さ毎に

つなぎ合わせた回線で囲う。

・付属品

　身の内側に懸子を内包し、その上に正方形の銀

皿を15枚載せる。

　懸子は黒漆塗で、指を入れられるよう中心に丸

い穴を開ける。

　正方形の銀皿は、見込みには魚々子地に仙桃を、

鍔には魚々子地に宝尽文を彫金する。

故宮堆錦東道盆①

　朱漆山水楼閣人物堆錦直方形東道盆（故115982）

　　高36.5㎝、幅56.0㎝、奥行36.0㎝

　　（ https://digicol.dpm.org.cn/cultural/detail?i

d=9395491f1189467aa14d50cfe9d1707c&source

=1&page=1）

故宮堆錦東道盆②

　朱漆山水楼閣人物堆錦直方形東道盆（故115983）

　　高36.5㎝、幅56.0㎝、奥行35.0㎝

　　（ https://digicol.dpm.org.cn/cultural/detail?i

d=599362d7a3d24d22b80344d7af6f8633&source

=1&page=1）

・器形

　蓋（蓋表、肩、蓋側面）と身（身側面、尻、幕

板、脚部）からなる。畳摺りは無い。印籠蓋造で、

蓋側面と身側面の長さの比率は約４：１。幕板の

四角には龍面をあしらい、足先は五本の爪で玉を

握る。

・加飾

　総体朱漆塗に堆錦技法を用いて山水楼閣文様を

あらわす。

　文様帯は蓋表、肩、側面、尻、幕板、脚部の六

区画で構成される。一見すると故宮堆錦東道盆①

と故宮堆錦東道盆②では異なる山水文様をあし

らっているように見えるが、実際は同じ図案を反

転して使用している。

　蓋表及び各側面には亀甲花菱の地文様に窓枠を

開け、そのうちにそれぞれ異なる山水楼閣文をあ

しらう。側面の山水楼閣文は連続しない。なお、

蓋は亀甲花菱地窓枠の下部で開閉する。

　肩と尻には亀甲花菱繋地の木瓜形窓枠を開けそ

の中に牡丹唐草文をあしらう。肩・尻ともに真中

の花から左右に伸びる唐草を表現しているが、長

辺では３輪、短辺では１輪の花を配置する。

　地文様の亀甲花菱文は、シート状にした堆錦餅

に判で文様をあしらっていると推定される。

　脚部の龍面は口を大きく開け、正面をにらみつ

ける表情で彫刻され、その上に金箔を貼り付け黒

漆で瞳を描く。下顎は幕板の縁と連続する。また、
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幕板方向に箔絵で鬣をあしらう。

足先は五爪で玉を握りこむ彫刻がなされ、爪には

金箔を、玉には朱漆を塗る。

・付属品

　身の内側に懸子を内包し、その上に長方形の銀

皿を12枚載せる。

　懸子は黒漆塗で、指を入れられるよう中心に丸

い穴を開ける。

　銀皿は横長の長方形で、見込みには魚々子地に

仙桃を、鍔には魚々子地に宝尽文を彫金する。

　以上が北京故宮に現存する東道盆の概要である。

これらを踏まえ、まず文書と比較してみると次のこ

とが指摘できる。

　故宮堆錦東道盆①・②については、献上記録のあ

る堆錦東道盆がいずれも円形であることから、文書

記録で確認されていない献上品と判断できる。

　次に故宮螺鈿東道盆③だが、「嘉慶九年十一月

十四日収永安寺交／螺蜔漆長方攅盒一副／内盛銀／

居十五／箇」の書付から、嘉慶九年以前の献上品と

なる。現在わかっている記録からすると、乾隆57年

または、嘉慶元年、嘉慶３年の献上品の可能性があ

る。

　故宮螺鈿東道盆①・②は両資料ともに姿形が同じ

ものであることから、二点一揃いで献上されたと考

えられる。このことより、２基の螺鈿東道盆の献上

記録がある嘉慶元年または３年の献上品の可能性が

ある。

　最後に故宮螺鈿東道盆④だが、対となる作品が無

い。一点ものとして献上された螺鈿東道盆は乾隆57

年、道光28年、同治３年の３回あるが文書との比較

だけでははっきりしない。

　そこで、文書情報も踏まえつつ現存資料の比較か

ら時代の前後関係の考察を行う。各資料の概要を踏

まえると畳摺りの有無、側面の開閉位置、技法、側

面の文様、地文様、龍面の鬣、内包される皿の形状

の７つの観点で特徴が見えてくる。

　まず畳摺りの有無についてだが、故宮螺鈿東道盆

①・②は畳摺りが無く、故宮螺鈿東道盆③と④は畳

摺りがある。

　次に側面開閉位置についてだが、故宮螺鈿東道盆

①・②、③は蓋側面：身側面の比率が４：１なのに

対し、故宮螺鈿東道盆④のみ１：１の比率である。

　技法は故宮螺鈿東道盆①・②と③は切貝と毛彫り

を用いるのに対し、故宮螺鈿東道盆④は毛彫りのみ

で文様をあらわす。

　側面の文様は故宮螺鈿東道盆①・②は寿山福海と

宝珠、雲龍をあしらうのに対し、故宮螺鈿東道盆③

と④は宝珠と雲龍のみである。また、故宮螺鈿東道

盆①・②と③は長辺に一対二匹ずつ、短辺に一匹ず

つ雲龍を配するのに対し、故宮螺鈿東道盆④は長辺

に二対四匹ずつ、短辺に二匹ずつ雲龍を配する。

　地文様は故宮螺鈿東道盆①・②と③が亀甲花菱な

のに対し、故宮螺鈿東道盆④のみ七宝繋である。

　龍面の表現は、故宮螺鈿東道盆①・②と③が幕板

方向に伸びる鬣をあしらうのに対し、故宮螺鈿東道

盆④は金箔をベタ貼りしたのみである。

　最後に内包される皿の形状についてだが、故宮螺

鈿東道盆①・②は長方形十二枚なのに対し、故宮螺

鈿東道盆③と④は正方形十五枚である。

　これらを踏まえると、故宮螺鈿東道盆①・②と故

宮螺鈿東道盆④は７つの観点で全く異なる特徴を持

つとわかる。一方、故宮螺鈿東道盆③は故宮螺鈿東

道盆①・②と故宮螺鈿東道盆④の要素を持つため、

その間の作と推定される。

　文書史料を踏まえると、二点一対で献上された黒

漆の漆器は嘉慶元年または嘉慶３年のみが確認され

ているが、上記の比較から故宮螺鈿東道盆①・②の

方が故宮螺鈿東道盆③より古いことになる。そのた

め、現在確認される史料と故宮螺鈿東道盆③の書付

から、暫定的に故宮螺鈿東道盆①・②が嘉慶元年の

作、故宮螺鈿東道盆③が嘉慶３年の作と推定され

る。

　故宮螺鈿東道盆④についてだが、一点ものとして

献上された螺鈿東道盆は文書で確認する限り乾隆57

年、道光28年、同治３年の３回ある。故宮螺鈿東道

盆①・②とは全く異なる特徴を持ち、故宮螺鈿東道

盆③とは共通する特徴を持つことを踏まえると、故

宮螺鈿東道盆④は故宮螺鈿東道盆③より後の作と推

定される。このことより、故宮螺鈿東道盆④は道光

28年または同治３年の作と推定される。

　次に堆錦東道盆についてだが、故宮堆錦東道盆

①・②は前述の通り文書に記録の無い献上品であ
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る。しかし、畳摺りの有無、側面の開閉位置、地文様、

龍面の鬣、内包される皿の形状の５つの観点からす

ると、故宮螺鈿東道盆①・②と同じ特徴を有する。

　しかし、側面の開閉位置の点をより詳細に見たと

き、故宮螺鈿東道盆①・②は地文様の途中で開閉す

るのに対し、故宮堆錦東道盆①・②と故宮螺鈿東道

盆③は亀甲花菱地窓枠の下部で開閉するという違い

がある。このことより、故宮堆錦東道盆①・②は故

宮螺鈿東道盆①・②と故宮螺鈿東道盆③の間の作例

か、近い時代の作例と推定される。

１－３．国内に現存する直方形東道盆について

　現在国内に現存しているのは、黒漆雲龍螺鈿直方

形東道盆（那覇市歴史博物館所蔵・国宝「琉球国王

尚家関係資料」・以下、那覇歴螺鈿東道盆）、黒漆雲

龍螺鈿直方形東道盆（一般財団法人沖縄美ら島財団

所蔵・以下、美ら島螺鈿東道盆）、朱黒漆雲龍箔絵

直方形東道盆（一般財団法人沖縄美ら島財団所蔵・

以下、美ら島箔絵東道盆）、朱漆山水楼閣人物沈金

直方形東道盆（一般財団法人沖縄美ら島財団所蔵・

以下、美ら島沈金東道盆）の４件である。各資料の

特徴は次の通りである。

那覇歴螺鈿東道盆（図１）

　黒漆雲龍螺鈿直方形東道盆

　　高32.8㎝、幅56.1㎝、奥行35.2㎝

・器形

　蓋（蓋表、肩、蓋側面）と身（身側面、尻、幕板、

脚部、畳摺り）からなる。印籠蓋造で、蓋側面と

身側面の長さの比率は約１：１。幕板の四隅には

龍面をあしらい、足先は四本の爪で玉を握る。

・加飾

　総体黒漆塗に螺鈿技法を用いて雲龍文をあらわ

す。貝の輝き方などから、夜光貝を膠接着してい

ると推察される。

　文様帯は蓋表、肩、側面、尻、幕板、脚部、畳

摺り上面、畳摺り側面の八区画で構成される。

　蓋表には亀甲花菱の地文様に窓枠を開け、その

内に火焔宝珠を取り合う阿吽の雲龍一対をあしら

う。

　側面には亀甲花菱の地文様に窓枠を開け、長辺

にはそれぞれ火焔宝珠を取り合う阿吽の雲龍一対

をあしらい、右側面には右方向に飛翔する阿形の

雲龍を、左側面には左方向に飛翔する吽形の雲龍

をあしらう。なお、蓋の開閉部は主文様である雲

龍文の中心を分断するように設ける。

　肩・尻には亀甲花菱の地文様に木瓜形の窓枠を

開け、長辺にはそれぞれ５つ、短辺にはそれぞれ

３つの宝尽文をあしらう。

　主文様である雲龍は、雲も龍も毛彫りで表現す

る。地文様の亀甲花菱は、太い貝と細い貝を並べ

て二重の亀甲を作り、その内に菱形に切った貝を

６つ並べて花菱を表現する。また、窓枠部分は細

長く切った貝を一定の長さ毎につなぎ合わせた回

線を主とするが、蓋肩と尻部分の曲線の回線は三

角形に切った貝を上下に並べた鋸歯形とする。

　幕板には中央から左右に広がる唐草をあしら

う。

　脚部の龍面は口を大きく開け、正面をにらみつ

ける表情で彫刻され、その上に金箔を貼り付け黒

漆で瞳を描く。下顎は幕板の縁と連続する。なお、

鬣はあしらわない。

　足先は五爪で玉を握りこむ彫刻がなされ、爪に

は金箔を、玉には朱漆を塗る。

　畳摺り上面は、長辺には中心の花から左右に向

けて広がる三輪の花を有する牡丹唐草文をあしら

い、短辺には中心の花から左右に広がる牡丹唐草

をあしらう。

　畳摺り側面には、各面に短冊状に切った貝を二

枚一組で並べて市松文様を作り、その端に細長く

切った貝を一定の長さ毎につなぎ合わせた回線を

設ける。

・付属品

　身の内側に懸子を内包し、その上に正方形の朱

塗の皿を15枚載せる。

　懸子は黒漆塗で、指を入れられるよう中心に丸

い穴を開ける。

　正方形の朱塗の皿は無文で、皿の縁に金箔を貼

る。

　また、蓋と身の間に金属製の透網を設けた黒漆

塗の中枠もあるが、これは後から作られたものと

思われる。
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美ら島螺鈿東道盆（図２）

　黒漆雲龍螺鈿直方形東道盆

　　高34.7㎝、幅57.0㎝、奥行35.7㎝

・器形

　蓋（蓋表、肩、蓋側面）と身（身側面、尻、幕板、

脚部、畳摺り）からなる。印籠蓋造で、蓋側面と

身側面の長さの比率は約１：１。幕板の四隅には

龍面をあしらい、足先は五本の爪で玉を握る。

・加飾

　那覇歴螺鈿と同じだが、唯一蓋肩長辺部分に配

置される宝尽文の両端が、前後で文様の向きが異

なる。

・付属品

　懸子、皿などは無い。

美ら島箔絵東道盆（図３）

　朱黒漆雲龍箔絵直方形東道盆

　　高35.0㎝、幅55.0㎝、奥行35.0㎝

　※ 本資料は金城聡子氏により詳細な報告がなされ

ているため、本論より詳細な内容は同氏の論文

を参照されたい18。

・器形

　蓋（蓋表、肩、蓋側面）と身（身側面、尻、幕板、

脚部、畳摺り）からなる。印籠蓋造で、蓋側面と

身側面の長さの比率は約１：１。幕板の四隅には

龍面をあしらい、足先は五本の爪で玉を握る。

・加飾

　黒漆と朱漆の塗面に箔絵などを用いて雲龍文を

あらわす。

　文様帯は蓋表、肩、蓋側面、身側面、尻、幕板、

脚部の七区画で構成される。

　蓋表には七宝繋の地文様に窓枠を開け、正面を

向いて飛翔する口を開けた雲龍１匹をあしらう。

　蓋側面、身側面には七宝繋の地文様に窓枠を開

け、長辺にはそれぞれ火焔宝珠を取り合う阿吽の

雲龍一対をあしらう。蓋側面の短辺には振り向き

ながら右方向に飛翔する雲龍を１匹ずつ、身側面

の短辺には振り向きながら左方向に飛翔する雲龍

をあしらう。

　肩・尻には七宝繋の地文様に木瓜形の窓枠を開

け、長辺にはそれぞれ３つ、短辺にはそれぞれ２

つの宝尽文をあしらう。

　主文様である雲龍は黒漆地に箔絵であしらわ

れ、鱗などは箔の上に黒漆で描いて表現する。地

文様の七宝繋は朱漆地の上にあしらう。

　幕板は朱漆塗で、長辺・短辺共に中央の花から

左右に広がる三輪の花を有する花唐草をあしら

う。牡丹唐草と思われるが、様式化されすぎて何

の花かはっきりとしない。幕板の縁は一段高くし

ている。

　脚部の龍面は口を大きく開け、正面をにらみつ

ける表情で彫刻されるが、目鼻などはしっかり彫

刻されるものの顔の輪郭は彫刻されていない。金

箔を貼り付け黒漆で瞳を描く。後補が入っている

ため正確な境目は判断しづらいが、鬣の表現はな

く幕板部分まで金箔を貼る。

　朱漆塗の足先は五爪で玉を握りこむ彫刻がなさ

れ、爪には金箔を貼る。

　畳摺り上面および畳摺り側面は無文である。

・付属品

　身の内側に懸子を内包し、その上に正方形の朱

塗の皿を15枚載せる。

　懸子は黒漆塗で、指を入れられるよう中心に丸

い穴を開ける。

　正方形の朱塗の皿は無文で、皿の縁に金箔を貼る。

美ら島沈金東道盆（図４）

　朱漆山水楼閣人物沈金直方形東道盆

　　高23.6㎝、幅40.9㎝、奥行30.2㎝

・器形

　蓋（蓋表、肩、蓋側面）と身（身側面、尻、幕

板、脚部、畳摺り）からなる。印籠蓋造で、蓋側

面と身側面の長さの比率は約４：１。足先は猫足

である。他の東道盆と比べて小さい。

・加飾

　朱漆塗に沈金技法を用いて山水図等をあらわ

す。

　文様帯は蓋表、肩、側面、尻、幕板、畳摺りの

六区画で構成される。
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　蓋表は稜花形の窓枠を設け、枠内に山水楼閣人

物図を、枠外に起点が無く一周繋がっている牡丹

唐草をあしらう。

　側面は、七宝繋の地文様に木瓜形の窓枠を開け、

四側面それぞれに異なる山水楼閣図をあしらう。

なお、蓋は主文様である山水図の下部で開閉する

　肩・尻には木瓜形の窓枠を設け、枠外左右に一

輪の花を有する牡丹をあしらう。枠内には長辺に

宝尽文を２つ、短辺には１つあしらう。

　幕板には、四隅から伸びる牡丹唐草文をあしら

い、畳摺り上面には、蘭をあしらう。

・付属品

　懸子、皿などは無い。

　以上が国内に現存する東道盆の概要である。那覇

歴螺鈿と美ら島螺鈿は高さに若干の違いはあるが、

ほぼ同一資料であると言える。一方、美ら島沈金は、

北京故宮および国内在の東道盆と比べても寸法が大

きく異なる。

　これらを踏まえ、螺鈿東道盆と北京故宮の螺鈿東

道盆を畳摺りの有無、側面の開閉位置、技法、側面

の文様、地文様、龍面の鬣、内包される皿の形状の

６つの観点で比較すると次のことが見えてくる。

　那覇歴螺鈿・美ら島螺鈿は故宮螺鈿東道盆③と④

と同じく畳摺りがある。

　故宮螺鈿東道盆③は蓋側面：身側面の長さの比率

が４：１であるのに対し、故宮螺鈿東道盆④と那覇

歴螺鈿・美ら島螺鈿は１：１である。

　技法は、故宮螺鈿東道盆③が切貝と毛彫りを併用

するのに対し、故宮螺鈿東道盆④と那覇歴螺鈿・美

ら島螺鈿は毛彫りのみで文様を表現する。

　文様は、故宮螺鈿東道盆③と④、那覇歴螺鈿・美

ら島螺鈿の四点とも宝珠と雲龍文をあしらう。しか

し、故宮螺鈿東道盆③と那覇歴螺鈿・美ら島螺鈿は

長辺に一対二匹ずつ、短辺に一匹ずつ雲龍を配する

のに対し、故宮螺鈿東道盆④のみ長辺に二対四匹ず

つ、短辺に二匹ずつ雲龍を配する。

　側面の地文様は、故宮螺鈿東道盆③と那覇歴螺

鈿・美ら島螺鈿が亀甲花菱なのに対し、故宮螺鈿東

道盆④のみ七宝繋である。

　龍面の鬣は、故宮螺鈿東道盆③は鬣をあらわし、

故宮螺鈿東道盆④は金箔をベタ貼したのみとし、那

覇歴螺鈿・美ら島螺鈿は鬣を表現しない。

　内包される皿は、故宮螺鈿東道盆③と④が正方形

の銀皿十五枚、那覇歴螺鈿が漆塗皿十五枚、美ら島

螺鈿は皿無しである。

　これらを踏まえると、那覇歴螺鈿・美ら島螺鈿は

故宮螺鈿東道盆③（嘉慶３年）と故宮螺鈿東道盆④

（19世紀中期）の両方の要素を併せ持つため、19世

紀前期の作と推定される。

　次に美ら島箔絵についてだが、箔絵技法の東道盆

は他に確認されていないものの、畳摺りが無く、側

面の開閉位置が１：１であること、宝珠と雲龍の主

文様に長辺に二対四匹・短辺に二匹ずつ雲龍を配す

ること、地文様が七宝繋であること、龍面の鬣は金

箔をベタ貼のみとすること、内包される皿の形状が

銀と漆の違いはあれど正方形十五枚であるという５

つの点が故宮螺鈿東道盆④と共通することから、同

時期の19世紀中期の作と推定できる。

　最後に美ら島沈金についてだが、前述の通り他の

東道盆と寸法が大きく異なる。しかし、畳摺りがあ

り、側面の開閉位置が４：１であることから、故宮

螺鈿東道盆③に近い特徴を有していると判断でき

る。また、側面の主文様に開閉位置が設けられると

いう点は、那覇歴螺鈿・美ら島螺鈿に近い特徴とも

いえる。このことより、美ら島沈金を18世紀後期～

19世紀前期頃の作と推定する。

１－４．直方形東道盆の様式的特徴

　現存する直方形東道盆の特徴を整理すると、以下

のことが指摘できる。

①　 寸法は高34.0～36.5㎝程度、幅55.0～56.0㎝程度、

奥行35.0～36.0㎝程度が標準サイズ。

②　18世紀末期頃に畳摺りがつきはじめる。

③　 19世紀前期頃に側面の開閉位置が４：１から１：

１になる。

④　 18世紀末期頃まで鬣をあしらっていた龍面が、

19世紀前期にはなくなり、19世紀中期には金箔

をベタ貼りしただけになる。

⑤　 18世紀末期頃に内包される皿が、長方形十二枚

から正方形十五枚になる。

⑥　 19世紀中期には、側面の文様帯が一つから蓋側
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面・身側面の２つになる。

⑦　 雲龍文は寿山福海、宝珠、雲龍の組み合わせか

ら、18世紀末期頃に宝珠と雲龍の組み合わせに

なる。

⑧　 蓋表の雲龍文は正面向き一匹の場合と宝珠を囲

んで二匹一対の場合があるが、不規則である。

⑨　 側面の雲龍文は、19世紀前期までは長辺が宝珠

を囲んで二匹一対、短辺が一匹ずつ（阿吽形）

あしらうのに対し、19世紀中期になると蓋側面

と身側面それぞれに文様帯が分かれ、長辺には

宝珠を挟んだ雲龍一対二匹の計四匹ずつ、短辺

には一匹の計二匹ずつあしらう。

⑩　 螺鈿で雲龍文を表現する際、18世紀末頃までは

雲を切貝で、龍を毛彫りで表現していたが、19

世紀前期にはすべて毛彫りで表現するようにな

る。

⑪　 雲龍文、山水図いずれの場合でも、全く同じ図

案を用いる東道盆がある。

　これらの形状的特徴をもとにタイプ分けを行う

と、次のようになる。

Ａタイプ（～18世紀後期）

畳摺りが無く、側面の開閉位置は４：１、内包さ

れる皿は長方形十二枚、側面は一つの文様帯（故

宮螺鈿東道盆①・②、故宮堆錦東道盆①・②）

Ｂタイプ（18世紀末期）

畳摺りがあり、側面の開閉位置は４：１、内包さ

れる皿は正方形十五枚、側面は一つの文様帯（故

宮螺鈿東道盆③、美ら島沈金）

Ｃタイプ（19世紀前期）

畳摺りがあり、側面の開閉位置は１：１、内包さ

れる皿は正方形十五枚、側面は一つの文様帯（那

覇歴螺鈿、美ら島螺鈿）

Ｄタイプ（19世紀中期）

畳摺りがあり、側面の開閉位置は１：１、内包さ

れる皿は正方形十五枚、側面は蓋と身の２つの文

様帯（故宮螺鈿東道盆④、美ら島箔絵）

　これらの特徴の内、④の龍面の変化は文書内でも

確認できる。漆器考の「寛保二年製　油刻朱塗」（1742

年）の唐台には鬣が描かれているのに対し、同治９

（1870）年の貝摺奉行所文書の「朱塗唐台」19には鬣

が描かれていない。鬣がないのかベタ貼りしただけ

なのかは判断がつかないが、明らかに異なる表現で

ある。このように、まだ検討が進んでいない器種の

特徴との比較を行う際の指標になる可能性がある。

　黒漆雲龍螺鈿盆にも切貝と毛彫りを併用するタイ

プと毛彫りのみで表現するタイプがあるため、⑩の

切貝と毛彫りの併用から毛彫りのみへの変化は雲龍

文をあしらう螺鈿漆器の年代推定の指標になる可能

性がある。

　東道盆だけで判断することはできないが、⑦を踏

まえると雲龍とともにあしらわれる寿山福海の表現

が19世紀になると無くなる可能性もある。

２．方形中央卓の様式的特徴

２－１．これまでに指摘されている特徴の再整理

　貝摺奉行所製とされる漆器は、貝摺奉行所文書や

漆器考、鎌倉芳太郎資料、現存資料の研究からその

特徴が明らかにされている。

　中でも安里進・金城聡子両氏は貝摺奉行所製中央

卓の様式研究を行い、高さと上鏡の面積から標準タ

イプ、大型タイプ、小型タイプに分類できることを

明らかにしている20。そのうち標準タイプは、上鏡

坪が約165～200坪（0.153～0.181㎡）、高さが約20～

21寸（60～64㎝）、入隅方形鏡猫足形態、文様は上

下鏡に山水系統または花鳥の文様、上鏡尻と下鏡側

面に左右対称の唐草系統の文様、幕板から脚に唐草

系統の文様、格狭間には七宝繋をはじめとした地文

様に木瓜形窓枠をあけ窓枠内に宝尽文や唐草を表

し、上鏡側面や框には幾何学文をあしらう事を明ら

かにしている。

　筆者は両氏の研究をもとにしながら、沖縄県立芸

術大学大学院在籍時に貝摺奉行所製中央卓のより詳

細な様式分析を行い、上鏡の入隅から伸びる溝が①

脚の付根まで伸びる場合、②格狭間まで伸びる場

合、③上鏡の入隅のみの３タイプに分かれることを

明らかにし、①が18世紀頃、②が18～19世紀頃、③

が19世紀頃の中央卓に見られる特徴であると指摘し

た21。また、この器形の変化に合わせて、螺鈿漆器

は切貝を主とした表現から切貝と毛彫りを併用した

表現になり、19世紀には毛彫りのみの表現になると

いう技法上の変化を明らかにした。
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　しかし、未だ課題を残す部分もあったため、本章

では改めて中央卓の様式を整理するとともに、器

形・技法・文様の変化について考察する。

２－2．器形の特徴による方形中央卓の分類

　現時点で琉球製と断定できる中央卓は、安里氏ら

が行った様式的特徴を有するもの、貝摺奉行所文

書・漆器考に掲載されているもの、鎌倉資料写真に

見られるもの、伝来のはっきりしているものが挙げ

られる。これを踏まえて、貝摺奉行所製と判断でき

る中央卓を抽出し、タイプ分けを行う。

　まず、前述の通り中央卓の上鏡の入隅から伸びる

溝が付根まで伸びるタイプ（図５）、格狭間まで伸

びるタイプ（図６）、上鏡の入隅のみのタイプ（図７）

の３タイプがある。これに加え、足先の形状も考慮

に入れると以下の４タイプに分類できる。なお、同

一の資料名称の比較が続くため、それぞれを区別で

きるように各資料を所蔵先名・技法・器種で略称す

る。

Ａタイプ：�足先の形状が返足で、上鏡の入隅から伸

びる溝が脚の付根まで伸びる。

・黒漆獅子螺鈿長方形中央卓（美ら島螺鈿中央卓①）

・ 黒漆山水楼閣人物螺鈿長方形中央卓（浦美螺鈿中

央卓①）

・ 朱漆山水楼閣人物沈金長方形中央卓（沖県博沈金

中央卓）

Ｂタイプ：�足先の形状が猫足で、上鏡の入隅から伸

びる溝が脚の付根まで伸びる。

・黒漆山水楼閣螺鈿方形中央卓（沖芸螺鈿中央卓）

・ 黒漆山水楼閣螺鈿方形中央卓（美ら島螺鈿中央卓

②）

・ 黒漆山水楼閣人物沈金方形中央卓（永青沈金中央

卓）

・ 黒漆山水楼閣人物堆錦長方形中央卓（ドイツ堆錦

中央卓）

・ 黒漆山水楼閣堆錦長方形中央卓（読谷山御殿堆錦

中央卓）

・ 黒漆山水楼閣堆錦長方形中央卓（浦添御殿堆錦中

央卓）

Ｃタイプ：�足先の形状が猫足で、上鏡の入隅から伸

びる溝が格狭間まで伸びる。

・ 黒漆山水楼閣人物螺鈿長方形中央卓（美ら島螺鈿

中央卓③）

Ｄタイプ：足先の形状が猫足で、上鏡の入隅のみ。

・ 黒漆山水楼閣人物螺鈿方形中央卓（浦美螺鈿中央

卓②）

・ 黒漆山水楼閣人物螺鈿方形中央卓（浦美螺鈿中央

卓③）

・黒漆花鳥螺鈿方形中央卓（集成館螺鈿中央卓）

・黒漆沈金方形中央卓（伊江御殿沈金中央卓）

・ 黒漆山水楼閣人物沈金方形中央卓（浦美沈金中央

卓）

　筆者は自身の修士論文の中で中央卓を３タイプに

分類したが、より詳細に検討した結果４タイプに分

類が可能であることが分かった。これを踏まえ、器

形の変化に合わせて見られる技法や文様の変化につ

いても見ていくと次のようになる。

文様①　主文様の変化

　現存する中央卓全体を概観した場合、山水図系統

を主とする場合が多い。京都大学の貝摺奉行所文書

と漆器考においても、漆器考の「安永四年製沈金中

央卓」の山水に亀の文様以外は山水図系統の文様を

あしらっている。

　しかし、Ａタイプの山水図系統の文様は３点中１

点のみで、残りの２点は獅子や竹林七賢図をあらわ

す。Ｂ・Ｃ・Ｄは基本的に山水図系統の文様だが、

集成館螺鈿中央卓のみ花鳥図系統の文様である。

　このことより、Ａタイプの時期は様々な文様をあ

しらっていたものの、Ｂタイプ以降の中央卓は主に

山水図系統の文様をあしらうように定型化していっ

た可能性がある。

文様②　上鏡尻の表現

　上鏡尻に表現される文様の表現は、Ａタイプと

Ｂ・Ｃ・Ｄタイプの２つに大別される。

　Ａタイプは雲や瓔珞文、格狭間・幕板から連続す

る唐草文をあしらうなど多様性があるが、Ｂ・Ｃ・

Ｄタイプは上鏡尻部分の中央から左右に伸びる唐草
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をあしらうのみである。

　このことより、Ａタイプの時期は様々な文様をあ

しらっていたが、Ｂタイプ以降は主文様同様に定型

化が進んでいったとみられる。

文様③　格狭間の木瓜窓枠内の文様

　格狭間には、木工窓枠を設けその内側に文様を配

置するという点がすべてのタイプに共通する。しか

し、タイプごとに文様に若干の違いが見られる。

　Ａタイプは３点中２点が花唐草をあしらう。花唐

草を表現するタイプはＢ・Ｃ・Ｄタイプには見られ

ないため、Ａタイプ特有の特徴と言えるだろう。

　Ａタイプの残りの１点及びＢ・Ｃタイプは、枠内

に宝尽文を配置するが、４面それぞれに異なる宝尽

文をあしらう。

　しかし、Ｄタイプのみ前後と左右で同じ宝尽文を

あしらう。また、浦美螺鈿中央卓③のみ宝尽文をあ

しらわず、無文様とする。

　このことより、Ａタイプの頃までは花唐草または

宝尽文をあしらっていたのが、Ｂタイプの頃に宝尽

文を配置する定型化がなされ、Ｄタイプの頃に４面

異なる文様を配置していたのが前後・左右の２種類

になる簡略化が起きたとみられる。

文様④　幕板の唐草表現

　ＡタイプからＤタイプになるにしたがい、幕板に

配置される唐草は花や葉が大きくなる。しかし、唐

草の密度はタＡタイプの方が高く、Ｄタイプになる

にしたがって小さくなる。

　また、唐草の起点にも変化が見られる。Ａタイプ

は唐草の起点が幕板の途中や格狭間の下辺など規則

性が無いが、Ｂ・Ｃ・Ｄタイプは格狭間の下角を起

点に幕板の左右と足先に向かって唐草が伸びる。た

だし浦美螺鈿中央卓③は幕板の中央から左右・足先

に向かって唐草を伸ばす。

　格狭間の下角を起点とするＢ・Ｃ・Ｄタイプの唐

草だが、文様の表現に違いが見られる。Ｂタイプは

一見同じ唐草のように見えるが、４つの角から伸び

る蔓の伸び方がそれぞれ異なる唐草をあしらう。Ｃ

タイプは対角で同じ伸び方の唐草をあしらう。Ｄタ

イプはすべて同じ伸び方の唐草をあしらう。

　このことより不規則だったＡタイプから、Ｂタイ

プの頃に格狭間の下角を起点にする定型化がなさ

れ、Ｃタイプ、Ｄタイプとなるにつれ文様の簡略化

が起きたとみられる。

文様⑤　下鏡側面の文様

　下鏡側面はＡタイプ、Ｂタイプ、Ｃ・Ｄタイプの

３つに大別される。

　Ａタイプは幾何学文や花唐草文をあしらい、Ｂタ

イプは花唐草や貝藻をあしらい、Ｃ・Ｄタイプは上

鏡尻部分の中央から左右に伸びる唐草をあしらうの

みである。

　このことより、Ｂタイプの時期頃までは複数の文

様をあしらっていたが、Ｂタイプの頃に花唐草の文

様が定型化され始め、以降のタイプはすべて同じよ

うな花唐草があしらわれるようになったと考えられ

る。

技法①　螺鈿技法による山水図の土坡・山の表現

　螺鈿技法の中央卓の場合、Ｂ・Ｃ・Ｄタイプは主

に山水図系統の文様をあしらうが、整地された地面

には切貝技法を用いて表現するという共通性が見ら

れる。

　しかし、土坡・山の表現には、Ｂタイプは切貝を

用い（図８）、Ｃタイプは切貝と毛彫りの併用（図

９）、Ｄタイプは毛彫りのみを用いる（図10）違い

がある。

　このことより、ＢタイプからＤタイプになるにし

たがい、切貝から毛彫りへと表現の変化が起きてい

ることが分かる。

技法②　沈金技法による山水図の土坡・山の表現

　沈金技法で山水図をあしらっている中央卓は４点

しかないが、伊江御殿沈金中央卓は上鏡の主文様が

確認できないため比較から除外し、残りの３点で比

較を行う。比較できる数が少ないため暫定的な見解

になるが、螺鈿技法の表現に似た変化が起きてい

る。

　Ａタイプの沖県博沈金中央卓とＤタイプの浦美沈

金中央卓は岩肌の輪郭を線彫りするのに対し、Ｃタ

イプの永青沈金中央卓は点彫りに近い短い線彫りの

集合で土坡・山を表現する。

　現存する３点から推定するならば、Ａタイプの頃
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から輪郭の線彫りを行っていたもの（図11）がＣタ

イプの時期に短い線彫りの集合（図12）に変わり、

Ｄタイプの時期に再び輪郭の線彫り表現（図13）に

変わったか、Ａタイプの頃から輪郭の線彫り表現が

継続しつつも、Ｃタイプのような短い線彫りの集合

表現が並行してあった可能性がある。

　以上の特徴から、足先と上鏡から伸びる溝の位置

に併せて文様・技法にも変化が見られることがわか

る。

　Ａタイプの頃は各部位の文様に多数の種類があっ

たと推定されるが、Ｂタイプの頃には主文様の山水

図を中心に文様の定型化がなされていることが指摘

できる。

　また、格狭間の木瓜窓枠内の宝尽文や幕板の唐草

の表現を見ると、Ｂタイプまでは文様の細部に非対

称性を持たせる意識が見られるが、Ｃタイプの頃か

ら対照的な文様を使用し始めることがわかる。表現

の簡略化が起きていると考えらえる。

　技法の面では、螺鈿では切貝から毛彫りへの変化

が起きている。切貝は一枚一枚の貝を並べる労力が

必要な一方、毛彫りはある程度の大きさに切った貝

を貼って彫りを入れるという点で切貝程の労力は変

わらない。このことから、切貝から毛彫りへの変化

は表現の簡略化が起きていると考えられる。

　沈金技法は比較できる数が少ないため暫定的な見

解だが、輪郭の線彫りと短い線彫りの集合の表現に

大別される。これは螺鈿における切貝と毛彫りの変

化とも似た変化であるため、今後は山水図のもとに

なる下絵表現の変化が起きている可能性も考慮に含

める必要があると思われる。

　形状は異なるが直方形東道盆と比較した場合、東

道盆Ａタイプ（～18世紀後期）・Ｂタイプ（18世紀

末期頃）の螺鈿表現が毛彫りと切貝を併用している

ため、中央卓Ｃタイプと同じ特徴を有する。このこ

とより、中央卓Ｃタイプは18世紀末期までに製作さ

れたタイプと推定される。

　同じ理由で、東道盆Ｃタイプ（19世紀前期）・Ｄ

タイプ（19世紀中期）と同じく毛彫りのみで文様を

表現する中央卓Ｄタイプは19世紀前～中期の作と推

定される。

　中央卓Ａタイプ・Ｂタイプは年代の明確な比較基

準になる資料が無いため、暫定的に中央卓Ｃタイプ

より少し前の時期ということで中央卓Ｂタイプを18

世紀中期までに作られたタイプ、中央卓Ｂタイプよ

り少し前の時期ということで中央卓Ａタイプを18世

紀前期までに作られたタイプと推察する。

２－３．方形中央卓の様式的特徴

　現存する方形中央卓の様式的特徴を整理すると、

以下のことが指摘できる。

①　 寸法は上鏡の面積が0.151～0.153㎡、高さが

59.0～62.0㎝程度が標準サイズである。

②　 足先の形状は、18世紀中期頃には返足から猫足

へと変化する。

③　 上鏡の入隅から伸びる溝の位置は、脚の付根ま

で伸びていたのが18世紀中期頃には格狭間まで

となり、19世紀前～中期頃には上鏡の入隅のみ

へと短くなる。

④　 上鏡にあしらわれる主文様は、18世紀中期頃に

は主に山水図系統の文様へと定型化する。

⑤　 上鏡尻の文様は、18世紀中期頃に唐草系統の文

様へと定型化する。

⑥　 格狭間にあしらわれる木瓜窓枠内の文様は、18

世紀中期頃に宝尽文へと定型化する。

⑦　 格狭間の木瓜窓枠内にあしらわれる宝尽文は、

19世紀前～中期頃に各面に異なる４種から前

後・左右の２種へと簡略化される。

⑧　 幕板の文様は、18世紀中期頃に格狭間下角から

幕板の左右・脚に向かって伸びる唐草に定型化

する。

⑨　 幕板の唐草は、18世紀中期には伸び方の異なる

唐草を配していたが、18世紀後期には対角線上

に同じ伸び方の唐草を配し、19世紀前～中期に

はすべて同じ伸び方の唐草へと簡略化される。

⑩　 下鏡側面の文様は、18世紀中～後期頃に唐草系

統の文様へと定型化する。

⑪　 螺鈿技法による山水図文様の土坡・山の表現

は、18世紀中期頃までは切貝を用いていたのが、

18世紀後期頃に切貝と毛彫りの併用へと変わ

り、19世紀前～中期頃には毛彫りのみへと変化

する。

⑫　 沈金技法による山水図文様の土坡・山の表現
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は、18世紀前期頃から輪郭の線彫りを行ってい

たものが18世紀後期頃に短い線彫りの集合表現

に変わり、19世紀前～中期頃に再び輪郭の線彫

り表現に変わったか、18世紀前期頃から輪郭の

線彫り表現が継続しつつも、18世紀後期頃にも

短い線彫りの集合表現が並行してあった可能性

がある。

　これらの特徴のうち④・⑤・⑥・⑧・⑩を踏まえ

ると、18世紀中期頃に文様の定型化が起きているこ

とが分かる。

　安里進氏は、1745年の貝摺奉行所移転に伴い奉行

所の組織体制が再編成され、王府内における直接生

産体制から民間請負へと生産体制が変わったことを

指摘している22。安里氏の指摘を踏まえると、18世

紀中期頃の文様の定型化は、貝摺奉行所における漆

器製作の体制が民間請負への移行したことによるも

のと考えられる。

　また、③・⑦・⑨・⑪・⑫を踏まえると、時代が

下るにつれ、段階的に器形、文様表現、技法に簡略

化が見られる。特に⑦・⑨・⑪・⑫を踏まえると、

19世紀前～中期は文様表現と技法の両方の面で簡略

化が起きており、18世紀中期とは異なるもう一つの

画期と指摘できる。

跋

　直方形東道盆と方形中央卓の器形・文様・技法の

比較から、それぞれの器種の様式的特徴について検

討を行った。

　これにより、直方形東道盆は、畳摺りの有無と蓋

の閉まる位置、文書にある献上年代との比較から、

18～19世紀の概ねの年代観を明らかにした。また、

方形中央卓は、足先の形状と上鏡の入隅から伸びる

溝の位置の比較を行い、年代が見えてきた直方形東

道盆の加飾技法と比較することで18～19世紀の概ね

の年代観を明らかにした。

　いずれの器種も、器形の変化に合わせて文様と技

法にも変化が見られた。

　特に技法の変化は、方形中央卓における山水図の

土坡・山の表現が、切貝のみから切貝と毛彫りの併

用、そして毛彫りのみに変化し、直方形東道盆でも

雲龍の雲の表現が切貝と毛彫りの併用から、毛彫り

のみへと変化している。他器種でも切貝や毛彫りの

表現が見られるため、今後の編年の指標の一つとな

るだろう。

　また、土坡・岩の表現は、螺鈿では切貝から毛彫

りに、沈金では18世紀後期頃の短い線彫りの集合表

現から19世紀前～中期頃に輪郭の線彫り表現へと移

行していることが分かる。螺鈿と切貝で似たような

変化が起きていることから、今後下絵を描く貝摺奉

行所の絵師の山水図の作例も加味しながら検討を行

う必要があるだろう。

　方形中央卓の事例から、18世紀中期頃に文様の定

型化が起きていることが分かる。これは、貝摺奉行

所移転に伴う王府の直接生産体制から民間請負生産

への移行によるものと考えられる。

　直方形東道盆の事例も踏まえると、19世紀前期頃

には器形や文様、技法の定型化・簡略化が進んでい

る。この件については、原因不明であるため今後明

らかにすべき課題である。

　本論では、文書記録と現存資料、写真資料などを

用いて直方形東道盆と方形中央卓の様式的特徴につ

いて検討を進めたが、今後他器種の特徴についても

検討を進め同じような変化が起きているかどうかを

明らかにすることで、その客観性を担保できると考

えている。

　貝摺奉行所製漆器の中では、山水図をあしらった

中央卓や食籠、硯屏などが日本の徳川将軍家や薩摩

藩島津家などに贈られ、雲龍文をあしらった東道

盆、椀、丸盆が中国皇帝に贈られている。これら製

作実態が把握しやすい器種の比較から、各時代の特

徴と各資料の年代観について迫ることが出来るだろ

う。

　古琉球期に比べて現存資料が多い近世期、とりわ

け18～19世紀の年代観が定まれば、器形・文様・技

法の前後関係の比較から、その前の17世紀、16世紀

の特徴を明らかにできると考える。
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20   安里進、金城聡子「近世琉球王府貝摺奉行所製作

の中央卓の様式―貝摺奉行所関係文書の分析―」

（『漆工史』第19号、漆工史学会、1996年12月10日）。
21   伊禮拓郎「貝摺奉行所製中央卓の様式的研究」（筆

者修士論文）。沖縄県立芸術大学附属図書・芸術

資料館にて閲覧可能であるが、未公開文書も使用

しているため閲覧を制限している。閲覧を希望さ

れる場合は筆者にご連絡いただけると幸いであ

る。
22   安里進「琉球王国貝摺奉行所の漆器製作システム

―王府内分業と民間請負―」（『漆工史』第24号、

漆工史学会、2001年11月17日）。
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資
料
名

タ
イ
プ

寸
法
（
㎝
）

器
形

文
様

加
飾
技
法

内
容
品

備
考

高
幅

奥
行

畳
摺
り

蓋
側
面
：
身
側
面
の
比
率

側
面
の
文
様
帯

側
面
の
文
様

龍
面

ー
皿

１
故
宮
螺
鈿
東
道
盆
①

A
タ
イ
プ

34
.0

55
.8

34
.9

な
し

４
：
１

各
面
一
つ

寿
山
福
海

火
焔
宝
珠

雲
龍

鬣
あ
り

螺
鈿

（
切
貝
と
毛
彫
り
の
併
用
）

長
方
形
銀
皿

12
枚

故
宮
博
物
院
所
蔵
（
故

10
87

28
）

２
故
宮
螺
鈿
東
道
盆
②

A
タ
イ
プ

35
.0

56
.0

35
.0

な
し

４
：
１

各
面
一
つ

寿
山
福
海

火
焔
宝
珠

雲
龍

鬣
あ
り

螺
鈿

（
切
貝
と
毛
彫
り
の
併
用
）

長
方
形
銀
皿

12
枚

故
宮
博
物
院
所
蔵
（
故

10
87

28
）

３
故
宮
堆
錦
東
道
盆
①

A
タ
イ
プ

36
.5

56
.0

36
.0

な
し

４
：
１

各
面
一
つ

山
水
楼
閣

鬣
あ
り

堆
錦

長
方
形
銀
皿

12
枚

故
宮
博
物
院
所
蔵
（
故

11
59

82
）

４
故
宮
堆
錦
東
道
盆
②

A
タ
イ
プ

36
.5

56
.0

35
.0

な
し

４
：
１

各
面
一
つ

山
水
楼
閣

鬣
あ
り

堆
錦

長
方
形
銀
皿

12
枚

故
宮
博
物
院
所
蔵
（
故

11
59

83
）

５
故
宮
螺
鈿
東
道
盆
③

B
タ
イ
プ

34
.4

56
.2

35
.3

あ
り

４
：
１

各
面
一
つ

火
焔
宝
珠

雲
龍

鬣
あ
り

螺
鈿

（
切
貝
と
毛
彫
り
の
併
用
）

正
方
形
銀
皿

15
枚

故
宮
博
物
院
所
蔵
（
故

11
59

84
）

６
美
ら
島
沈
金
東
道
盆

B
タ
イ
プ

23
.6

40
.9

30
.2

あ
り

４
：
１

各
面
一
つ

山
水
楼
閣

ー
沈
金

（
輪
郭
の
線
彫
り
と
点
彫
り
）

ー
（
一
財
）
沖
縄
美
ら
島
財
団
所
蔵

７
那
覇
歴
螺
鈿
東
道
盆

C
タ
イ
プ

32
.8

56
.1

35
.2

あ
り

１
：
１

各
面
一
つ

火
焔
宝
珠

雲
龍

鬣
な
し

螺
鈿

（
毛
彫
り
の
み
）

正
方
形
漆
皿

15
枚

那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵

（
国
宝
　
琉
球
国
王
尚
家
関
係
資
料
）

８
美
ら
島
螺
鈿
東
道
盆

C
タ
イ
プ

34
.7

57
.0

35
.7

あ
り

１
：
１

各
面
一
つ

火
焔
宝
珠

雲
龍

鬣
な
し

螺
鈿

（
毛
彫
り
の
み
）

ー
（
一
財
）
沖
縄
美
ら
島
財
団
所
蔵

９
故
宮
螺
鈿
東
道
盆
④

D
タ
イ
プ

35
.0

56
.0

35
.0

あ
り

１
：
１

各
面
、
蓋
・
身
側
面
の
二
つ

火
焔
宝
珠

雲
龍

金
箔
を
ベ
タ
貼
り

螺
鈿

（
毛
彫
り
の
み
）

正
方
形
銀
皿

15
枚

故
宮
博
物
院
所
蔵
（
故

11
59

85
）

10
美
ら
島
箔
絵
東
道
盆

D
タ
イ
プ

35
.0

55
.0

35
.0

あ
り

１
：
１

各
面
、
蓋
・
身
側
面
の
二
つ

火
焔
宝
珠

雲
龍

金
箔
を
ベ
タ
貼
り

箔
絵

正
方
形
漆
皿

15
枚
（
一
財
）
沖
縄
美
ら
島
財
団
所
蔵

表
２

　
現

存
す

る
直

方
形

東
道

盆
一

覧

年
代

内
容

形
状

数
量

漆
色

加
飾

出
典

１
乾
隆

57
年
（

17
92
）

銀
攅
盒
貮
具
漆
彩
畫
盆
各
全

円
形

方
形

１
具

―
堆
錦

『
歴
代
宝
案
』

銀
攅
盒
二
具
内
圓
盒
著
交
瀛
臺
方
盒
著
交
永
安
寺

１
具

『
档
案
』

２
嘉
慶
元
年
（

17
96
）

銀
攅
盒
貮
具
黒
漆
嵌
螺
畫
盆
各
全

―
２
具

黒
漆

螺
鈿

『
歴
代
宝
案
』

３
嘉
慶
３
年
（

17
98
）

銀
攅
盒
貮
具
黒
漆
畫
盆
各
全

―
２
具

黒
漆

―
『
歴
代
宝
案
』

４
道
光

28
年
（

18
48
）

真
塗
青
貝
角
形
東
道
盆
壱
通
皿
拾
五

方
形

１
具

黒
漆

螺
鈿

『
申
秋
走
進
貢
船
両
艘
仕
出
し
日
記
』

朱
塗
堆
錦
丸
形
同
壱
通
皿
九

円
形

１
具

朱
漆

堆
錦

５
同
治
３
年
（

18
64
）

銀
攅
匣
弐
具
壹
具
黒
漆
嵌
螺
畫
方
盆

方
形

１
具

黒
漆

螺
鈿

『
档
案
』

一
具
朱
漆
堆
錦
畫
圓
盆

円
形

１
具

朱
漆

堆
錦

表
１

　
中

国
皇

帝
へ

献
上

さ
れ

た
東

道
盆

の
記

録
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表
３

　
方

形
中

央
卓

一
覧

資
料
名

タ
イ
プ

寸
法

器
形

主
文
様

技
法

備
考

上
鏡
面
積
（
㎡
）

高
さ

足
先

上
鏡
か
ら
伸
び
る
溝
の
位
置

1
美
ら
島
螺
鈿
中
央
卓
①

A
タ
イ
プ

0.
15

2
59

.2
返
足

脚
の
付
根
ま
で

獅
子

螺
鈿

所
蔵
番
号
：

19
0

2
浦
美
螺
鈿
中
央
卓
①

A
タ
イ
プ

―
52

.0
返
足

脚
の
付
根
ま
で

竹
林
七
賢

螺
鈿

所
蔵
番
号
：
漆
‐

12
68

3
沖
県
博
沈
金
中
央
卓

A
タ
イ
プ

0.
15

3
57

.4
返
足

脚
の
付
根
ま
で

山
水
楼
閣

沈
金

（
土
坡
・
山
は
輪
郭
の
線
彫
り
）

所
蔵
番
号
：

95
24

4
沖
芸
螺
鈿
中
央
卓

B
タ
イ
プ

0.
15

2
59

.6
猫
足

脚
の
付
根
ま
で

山
水
楼
閣

螺
鈿

（
土
坡
・
山
は
切
貝
に
よ
る
表
現
）

平
成

28
年
度
購
入
資
料

5
美
ら
島
螺
鈿
中
央
卓
②

B
タ
イ
プ

0.
15

1
60

.4
猫
足

脚
の
付
根
ま
で

山
水
楼
閣

螺
鈿

（
土
坡
・
山
は
切
貝
に
よ
る
表
現
）

所
蔵
番
号
：

13
3、
『
琉
球
王
朝
の
華
―
美
・
技
・

芸
―
』

P
16

6
永
青
沈
金
中
央
卓

B
タ
イ
プ

0.
15

2
59

.7
猫
足

脚
の
付
根
ま
で

山
水
楼
閣

沈
金

（
土
坡
・
山
は
短
い
線
彫
り
の
集
合
）

荒
川
浩
和
編
纂
『
細
川
家
傳
來
　
蒔
絵
　
漆
芸
』、

京
都
書
院
、

19
88
年

2月
1日

。

7
ド
イ
ツ
堆
錦
中
央
卓

B
タ
イ
プ

―
60

.4
猫
足

脚
の
付
根
ま
で

山
水
楼
閣

堆
錦

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
監
修
『
世
界
に
誇
る
・

琉
球
王
朝
文
化
遺
宝
展
』
ド
イ
ツ
日
本
研
究
所
編

集
発
行
、
平
成
４
年
９
月
１
日

8
読
谷
山
御
殿
堆
錦
中
央
卓

B
タ
イ
プ

0.
17

4
63

.0
猫
足

脚
の
付
根
ま
で

山
水
楼
閣

堆
錦

『
沖
縄
文
化
の
遺
宝
』

29
5

読
谷
山
御
殿
　
黒
塗
堆
錦
中
央
卓

9
浦
添
御
殿
堆
錦
中
央
卓

B
タ
イ
プ

0.
16

2
61

.1
猫
足

脚
の
付
根
ま
で

山
水
楼
閣

堆
錦

『
沖
縄
文
化
の
遺
宝
』

29
8

浦
添
御
殿
　
黒
塗
堆
錦
中
央
卓

10
美
ら
島
螺
鈿
中
央
卓
③

C
タ
イ
プ

0.
17

7
61

.8
猫
足

格
狭
間
ま
で

山
水
楼
閣

螺
鈿

（
土
坡
・
山
は
切
貝
と
毛
彫
り
の
併
用
）

所
蔵
番
号
：

44
4

11
浦
美
螺
鈿
中
央
卓
②

D
タ
イ
プ

0.
15

2
51

.1
猫
足

上
鏡
の
入
隅
の
み

山
水
楼
閣

螺
鈿

（
土
坡
・
山
は
毛
彫
り
に
よ
る
表
現
）

所
蔵
番
号
：
漆
‐

49
6、
『
き
ら
め
き
で
飾
る
　
螺

鈿
の
美
を
あ
つ
め
て
』

P
７

12
浦
美
螺
鈿
中
央
卓
③

D
タ
イ
プ

0.
15

3
60

.2
猫
足

上
鏡
の
入
隅
の
み

山
水
楼
閣

螺
鈿

（
土
坡
・
山
は
毛
彫
り
に
よ
る
表
現
）

所
蔵
番
号
：
漆
‐

14
44

13
集
成
館
螺
鈿
中
央
卓

D
タ
イ
プ

―
60

.0
猫
足

上
鏡
の
入
隅
の
み

花
鳥

螺
鈿

『
尚
古
集
成
館
』
尚
古
集
成
館
編
集
・
出
版
、
平

成
12
年

10
月
１
日
、

P
64
～

65
。

14
伊
江
御
殿
沈
金
中
央
卓

D
タ
イ
プ

0.
15

3
60

.3
猫
足

上
鏡
の
入
隅
の
み

山
水
楼
閣

沈
金

『
沖
縄
文
化
の
遺
宝
』

30
3　

伊
江
御
殿
　
黒
塗
沈
金
中
央
卓

15
浦
美
沈
金
中
央
卓

D
タ
イ
プ

0.
15

2
60

.2
猫
足

上
鏡
の
入
隅
の
み

山
水
楼
閣

沈
金

（
土
坡
・
山
は
輪
郭
の
線
彫
り
）

『
浦
添
市
美
術
館
紀
要
』
第

15
号
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図８　切貝による表現（中央卓Ｂタイプ）

図６　中央卓Ｃタイプ

図４　美ら島沈金東道盆

図２　美ら島螺鈿東道盆

図７　中央卓Ｄタイプ

図５　中央卓Ａ・Ｂタイプ

図３　美ら島箔絵東道盆

図１　那覇歴螺鈿東道盆



－ 123 －

図12　�短い線彫りの集合による表現（中央
卓Ｂタイプ）

図10　�毛彫りによる表現（中央卓Ｄタイプ）

図13　�輪郭の線彫りによる表現（中央卓Ｄ
タイプ）

図11　�輪郭の線彫りによる表現（中央卓Ａ
タイプ）

図９　�切貝と毛彫りの併用による表現（中
央卓Cタイプ）




